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(57)【要約】
【課題】カチオン界面活性剤の吸着量、毛髪化粧料として用いたときの粘度や塗布時のな
めらかさに優れた共重合体、それを含有する化粧料組成物および毛髪化粧料を提供する。
【解決手段】カルボキシル基を構造内に有するビニルモノマー（Ａ）に相当する構成単位
と、下記式（１）で表されるビニルモノマー（Ｂ）に相当する構成単位とを有する共重合
体。共重合体の全質量に対してビニルモノマー（Ａ）に相当する構成単位の割合が１５～
６０質量％である。
　　ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ１)－ＣＯ－Ｘ－（Ｑ－Ｏ）ｒ－Ｒ２　　　　（１）
（Ｒ１は水素原子またはメチル基、Ｒ２は水素原子または炭素数１～５のアルキル基、Ｑ
は置換基を有していてもよい炭素数２～４のアルキレン基、ｒは２～１５、Ｘは酸素原子
またはＮＨ。－（Ｑ－Ｏ）ｒ－Ｒ２の構造中、直鎖で結合している原子数は７０以下。）
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カルボキシル基を構造内に有するビニルモノマー（Ａ）に相当する構成単位と、下記式
（１）で表されるビニルモノマー（Ｂ）に相当する構成単位とを有する共重合体であって
、共重合体の全質量に対して前記ビニルモノマー（Ａ）に相当する構成単位の割合が１５
～６０質量％である共重合体。
　　ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ１)－ＣＯ－Ｘ－（Ｑ－Ｏ）ｒ－Ｒ２　　　　（１）
（式（１）中、Ｒ１は水素原子またはメチル基を表し、Ｒ２は水素原子または炭素数１～
５のアルキル基を表し、Ｑは置換基を有していてもよい炭素数２～４のアルキレン基を表
し、ｒは２～１５の整数を表し、Ｘは酸素原子またはＮＨを表す。ただし、式（１）中、
－（Ｑ－Ｏ）ｒ－Ｒ２の構造において直鎖で結合している原子の数は７０以下である。）
【請求項２】
　前記ビニルモノマー（Ｂ）に相当する構成単位の割合が、共重合体の全質量に対して４
０～８５質量％である、請求項１に記載の共重合体。
【請求項３】
　前記ビニルモノマー（Ａ）が、下記式（２）または下記式（３）で表される、請求項１
または請求項２に記載の共重合体。
　　ＣＨ２＝Ｃ(Ｒ３)－ＣＯ－（Ｏ－(ＣＨ２)ｍ－ＣＯ）ｎ－ＯＨ　　（２）
（式（２）中、Ｒ３は水素原子またはメチル基を表し、ｍは１～４の整数を表し、ｎは０
～４の整数を表す。）
　　ＣＨ２＝Ｃ(Ｒ４)－ＣＯＯ－(ＣＨ２)ｐ－ＯＯＣ－(ＣＨ２)ｑ－ＣＯＯＨ　　（３）
（式（３）中、Ｒ４は水素原子またはメチル基を表し、ｐ、ｑはそれぞれ独立して２～６
の整数を表す。）
【請求項４】
　重量平均分子量が３，０００～２０００，０００である、請求項１ないし請求項３のい
ずれか１項に記載の共重合体。
【請求項５】
　さらに、炭素数１２～２２のアルキル基を有するビニルモノマー（Ｃ）に相当する構成
単位を、共重合体の全質量に対して４０質量％以下含む、請求項１ないし請求項４のいず
れか１項に記載の共重合体。
【請求項６】
　請求項１ないし請求項５のいずれか１項に記載の共重合体０．１～５質量％、および水
５５～９９．６質量％を含む化粧料組成物。
【請求項７】
　更に、カチオン界面活性剤０．１～２０質量％を含む、請求項６に記載の化粧料組成物
。
【請求項８】
　更に、高級アルコール０．１～２０質量％を含む、請求項６または請求項７に記載の化
粧料組成物。
【請求項９】
　更に、シリコーン油０．１～１０質量％を含む、請求項６ないし請求項８のいずれか１
項に記載の化粧料組成物。
【請求項１０】
　請求項６ないし請求項９のいずれか１項に記載の化粧料組成物からなる毛髪化粧料。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、毛髪のコンディショニング効果を高める効果に非常に優れた共重合体と、こ
の共重合体を含む化粧料組成物および毛髪化粧料に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　近年、高級シャンプー、リンスやアウトバストリートメントなどのダメージケア商品市
場の活況に表されるように、消費者の頭髪に対するダメージ意識が高まっている。毛髪の
ダメージ感を低減（手触り感の向上）させるために、頭髪をシャンプーで洗浄したあとに
リンス（コンディショナー）が使用される。それでもダメージ感が残る場合には、浴室内
で使用するトリートメントや、浴室外で使用する洗い流さないトリートメントなどが使用
される。
【０００３】
　毛髪のダメージ感は、主に毛髪間あるいは毛髪と手の間の摩擦や、水分の不足などによ
るパサつき感や硬さなどの官能評価によって表現される。このダメージ感を抑えるために
、リンスやトリートメントには、摩擦を低減させ、毛髪を柔軟化させる成分（柔軟剤成分
）として、塩化ステアリルトリメチルアンモニウムなどのカチオン界面活性剤を配合して
いる。リンスやトリートメントなどの洗い流しを必要とする剤は、毛髪に塗布した後に濯
ぐ必要のあるものであるが、本発明者らの検討によれば、配合した柔軟剤成分の多くが濯
ぎ時に流れ去ってしまうという問題点が見出された。
【０００４】
　一方、毛髪のダメージ感を低減させるために、これまでに界面活性剤の構造の工夫、シ
リコーン油分の配合、あるいは樹脂の配合などが試みられている。樹脂の添加の場合、例
えば、アニオン性基を有するユニットと珪素原子を有するユニットを含む共重合体または
１分子中にアニオン性基と珪素原子を有する樹脂化合物を配合した化粧料が、毛髪にコシ
を与え、柔軟性や滑らかさ等の優れたコンディショニング効果を付与できることが示され
ている（例えば、特許文献１）。さらに、アニオン性ビニルモノマーとヒドロキシル基を
含むノニオン性ビニルモノマーを含有する樹脂化合物を配合した化粧料が、コンディショ
ニング性能を高めることも示されている（例えば、特許文献２、３）。
【０００５】
　しかしながら、近年、更に高いコンディショニング効果が求められるようになっている
。例えば、いくつものトリートメントを使用するのではなく、シャンプーおよびリンスの
処理で高いトリートメント効果を得ることができれば、消費者の費用面での負担も軽減さ
せることができることから、このような毛髪化粧料の改良に対する要望が高まっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００４－０１８４１４号公報
【特許文献２】特開２００７－１６１９８６号公報
【特許文献３】特開２００７－１３７８３０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は上記に挙げた課題を解決し、使用時のなめらかさなどの感触を損なうことなく
、水ですすいだ後であってもカチオン界面活性剤のような柔軟剤成分を毛髪に残留させる
ことができ、使用時のなめらかさなどの感触を損なうことなく、コンディショニング効果
に優れた毛髪化粧料を実現し得る共重合体と、この共重合体を含む化粧料組成物および毛
髪化粧料を提供することも目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前述の通り、リンスは毛髪に塗布した後に水で濯ぐ必要があり、濯ぎ時に柔軟剤成分の
多くが流れ去ってしまうという問題が見出された。本発明者らは濯いだ後にも、カチオン
界面活性剤のような柔軟剤成分を多く毛髪に残存させることができれば、コンディショニ
ング性の向上が期待できるであろうとの着眼点から鋭意検討した結果、カルボキシル基を
含有するビニルモノマーに相当する構成単位と、特定構造の親水性ノニオン性ビニルモノ
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マーに相当する構成単位とを有し、かつカルボキシル基を含有するビニルモノマーに相当
する構成単位を特定割合で含む共重合体が、柔軟剤成分の毛髪残留性を示し、使用時のな
めらかさなどの感触を損なうことなく、高いコンディショニング効果を与えることを見出
し、本発明を完成するに至った。
　即ち、本発明の要旨は、以下の［１］～［１０］に存する。
【０００９】
［１］　カルボキシル基を構造内に有するビニルモノマー（Ａ）に相当する構成単位と、
下記式（１）で表されるビニルモノマー（Ｂ）に相当する構成単位とを有する共重合体で
あって、共重合体の全質量に対して前記ビニルモノマー（Ａ）に相当する構成単位の割合
が１５～６０質量％である共重合体。
　　ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ１)－ＣＯ－Ｘ－（Ｑ－Ｏ）ｒ－Ｒ２　　　　（１）
（式（１）中、Ｒ１は水素原子またはメチル基を表し、Ｒ２は水素原子または炭素数１～
５のアルキル基を表し、Ｑは置換基を有していてもよい炭素数２～４のアルキレン基を表
し、ｒは２～１５の整数を表し、Ｘは酸素原子またはＮＨを表す。ただし、式（１）中、
－（Ｑ－Ｏ）ｒ－Ｒ２の構造において直鎖で結合している原子の数は７０以下である。）
【００１０】
［２］　前記ビニルモノマー（Ｂ）に相当する構成単位の割合が、共重合体の全質量に対
して４０～８５質量％である、［１］に記載の共重合体。
【００１１】
［３］　前記ビニルモノマー（Ａ）が、下記式（２）または下記式（３）で表される、［
１］または［２］に記載の共重合体。
　　ＣＨ２＝Ｃ(Ｒ３)－ＣＯ－（Ｏ－(ＣＨ２)ｍ－ＣＯ）ｎ－ＯＨ　　（２）
（式（２）中、Ｒ３は水素原子またはメチル基を表し、ｍは１～４の整数を表し、ｎは０
～４の整数を表す。）
　　ＣＨ２＝Ｃ(Ｒ４)－ＣＯＯ－(ＣＨ２)ｐ－ＯＯＣ－(ＣＨ２)ｑ－ＣＯＯＨ　　（３）
（式（３）中、Ｒ４は水素原子またはメチル基を表し、ｐ、ｑはそれぞれ独立して２～６
の整数を表す。）
【００１２】
［４］　重量平均分子量が３，０００～２０００，０００である、［１］ないし［３］の
いずれかに記載の共重合体。
【００１３】
［５］　さらに、炭素数１２～２２のアルキル基を有するビニルモノマー（Ｃ）に相当す
る構成単位を、共重合体の全質量に対して４０質量％以下含む、［１］ないし［４］のい
ずれかに記載の共重合体。
【００１４】
［６］　［１］ないし［５］のいずれかに記載の共重合体０．１～５質量％、および水５
５～９９．６質量％を含む化粧料組成物。
【００１５】
［７］　更に、カチオン界面活性剤０．１～２０質量％を含む、［６］に記載の化粧料組
成物。
【００１６】
［８］　更に、高級アルコール０．１～２０質量％を含む、［６］または［７］に記載の
化粧料組成物。
【００１７】
［９］　更に、シリコーン油０．１～１０質量％を含む、［６］ないし［８］のいずれか
に記載の化粧料組成物。
【００１８】
［１０］　［６］ないし［９］のいずれかに記載の化粧料組成物からなる毛髪化粧料。
【発明の効果】
【００１９】
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　本発明の共重合体は、カチオン界面活性剤の吸着効果、化粧料組成物として用いた場合
の粘度、塗布時のなめらかさに優れたものである。そのため、本発明の共重合体をリンス
などに配合した場合、使用時のなめらかさなどの感触を損なうことなく、水で濯いだあと
であってもカチオン界面活性剤の柔軟剤としての役割を長時間持続させることができ、コ
ンディショニング効果に優れた毛髪化粧料とすることができる。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下に、本発明の実施の形態について詳細に説明するが、以下に記載する構成要件の説
明は、本発明の実施態様の代表例であり、これらの内容に本発明は限定されるものではな
い。
　尚、本明細書において「（メタ）アクリル酸」というような表現を用いる場合、「アク
リル酸」と「メタクリル酸」の両方を含む表現として用いることとする。また、本明細書
において「～」という表現を用いる場合、その前後に記載される数値あるいは物理値を含
む意味で用いることとする。
　また、本明細書において「塗布時のなめらかさ」とは、後掲の実施例において示される
評価をさすものであり、カチオン界面活性剤の吸着量や化粧料組成物の粘度が優れていた
としても、塗布時のなめらかさが「比較標準品」よりも悪い場合にはその効果が劣るもの
とみなすこととする。
【００２１】
１．共重合体
本発明の共重合体は、カルボキシル基を構造内に有するビニルモノマー（Ａ）に相当する
構成単位と、下記式（１）で表されるビニルモノマー（Ｂ）に相当する構成単位とを有す
る共重合体であって、共重合体の全質量に対して前記ビニルモノマー（Ａ）に相当する構
成単位の割合が１５～６０質量％であることを特徴とするものである。
【００２２】
　　ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ１)－ＣＯ－Ｘ－（Ｑ－Ｏ）ｒ－Ｒ２　　　　（１）
（式（１）中、Ｒ１は水素原子またはメチル基を表し、Ｒ２は水素原子または炭素数１～
５のアルキル基を表し、Ｑは置換基を有していてもよい炭素数２～４のアルキレン基を表
し、ｒは２～１５の整数を表し、Ｘは酸素原子またはＮＨを表す。ただし、式（１）中、
－（Ｑ－Ｏ）ｒ－Ｒ２の構造において直鎖で結合している原子の数は７０以下である。）
【００２３】
＜ビニルモノマー（Ａ）に相当する構成単位＞
　本発明の共重合体は、カルボキシル基を構造内に有するビニルモノマー（Ａ）に相当す
る構成単位を有し、かつこのビニルモノマー（Ａ）に相当する構成単位の割合は共重合体
の全質量に対して１５～６０質量％である。
　本発明の共重合体がカルボキシル基を構造内に有するビニルモノマー（Ａ）に相当する
構成単位を特定割合で含むことを必要とするのは、以下の理由によるものである。
【００２４】
　本発明における課題の一つとして、共重合体をカチオン界面活性剤と共に用いたときの
カチオン界面活性剤の吸着量を高めることが挙げられる。本発明の共重合体はカチオン界
面活性剤との吸着量を高めるための設計を行っており、その推定機構の要点として以下の
２点が挙げられる。
　１）　共重合体とカチオン界面活性剤との強い相互作用：共重合体中のカルボキシル基
の－ＯＨの酸素の分極により、共重合体とカチオン界面活性剤との相互作用が高められる
。
　２）　共重合体とカチオン界面活性剤との複合体と毛髪との強い相互作用：カチオン界
面活性剤のカチオン基および共重合体のカルボキシル基の分極した水素と毛髪表面（アニ
オン）の相互作用が高められる。
【００２５】
　本発明者らの検討によれば、前記ビニルモノマー（Ａ）に相当する構成単位の割合を共



(6) JP 2012-106985 A 2012.6.7

10

20

30

40

50

重合体の全質量に対して１５～６０質量％としたときに、上記１）および２）の推定機構
による効果が最適となることが見出された。前記ビニルモノマー（Ａ）に相当する構成単
位の共重合体の全質量に対する割合は、好ましくは２０質量％以上、より好ましくは２５
質量％以上であり、一方、好ましくは５５質量％以下、より好ましくは５０質量％以下、
更に好ましくは４５質量％以下、特に好ましくは４０質量％以下である。共重合体中の前
記ビニルモノマー（Ａ）に相当する構成単位の割合が多いとカチオン界面活性剤の吸着性
が向上するが、過度に多いと塗布時のなめらかさや粘度が損なわれる場合がある。
【００２６】
　本発明の共重合体は、１種類の前記ビニルモノマー（Ａ）に相当する構成単位のみを含
有していてもよく、２種以上のビニルモノマー（Ａ）に相当する構成単位を含有していて
もよい。
【００２７】
　上述したように、本発明の共重合体において、ビニルモノマー（Ａ）に相当する構成単
位の技術的な意義は、ビニルモノマー（Ａ）に相当する構成単位が、カチオン界面活性剤
及び毛髪表面と相互作用するためのカルボキシル基を有していることにある。従って、ビ
ニルモノマー（Ａ）に相当する構成単位は、カルボキシル基を有しているものであれば、
その種類は特に限定されるものではないが、具体例として、（メタ）アクリル酸、クロト
ン酸、マレイン酸、フマル酸、イタコン酸、アンゲリカ酸、チグリン酸、アクリロイルオ
キシエチルサクシネート、２－メタクリロイルオキシエチルサクシネート、アクリル酸２
－カルボキシエチルアクリレートオリゴマーといった後掲の式（２）または式（３）で表
される化合物に代表される炭素数３～２２の不飽和カルボン酸モノマーが挙げられる。不
飽和カルボン酸モノマーとしては、炭素数４以上のものがより好ましく、一方、炭素数２
０以下のものが好ましく、炭素数１８以下のものがより好ましく、炭素数１０以下のもの
が更に好ましく、炭素数６以下のものが特に好ましい。また、ビニルモノマー（Ａ）に相
当する構成単位のカルボキシル基の数は１～４であることが好ましく、１～３であること
がより好ましく、１～２であることが更に好ましく、１であるものが最も好ましい。
【００２８】
　カチオン界面活性剤との吸着効果を高めるために、前記ビニルモノマー（Ａ）は以下の
式（２）または式（３）で表されるものであることが好ましい。
【００２９】
　　ＣＨ２＝Ｃ(Ｒ３)－ＣＯ－（Ｏ－(ＣＨ２)ｍ－ＣＯ）ｎ－ＯＨ　　（２）
（式（２）中、Ｒ３は水素原子またはメチル基を表し、ｍは１～４の整数を表し、ｎは０
～４の整数を表す。）
【００３０】
　　ＣＨ２＝Ｃ(Ｒ４)－ＣＯＯ－(ＣＨ２)ｐ－ＯＯＣ－(ＣＨ２)ｑ－ＣＯＯＨ　　（３）
（式（３）中、Ｒ４は水素原子またはメチル基を表し、ｐ、ｑはそれぞれ独立して２～６
の整数を表す。）
【００３１】
　上記式（２）において、Ｒ３は水素原子が好ましい。ｍは２～３が好ましい。ｎは０～
２が好ましく、０が最も好ましい。
　上式（２）で表されるものの具体例を挙げると、（メタ）アクリル酸、クロトン酸、マ
レイン酸、フマル酸、イタコン酸、アンゲリカ酸、チグリン酸、２－カルボキシエチルア
クリレートオリゴマーなどが挙げられ、これらの中でも好ましいのはアクリル酸、メタア
クリル酸であり、最も好ましいのはアクリル酸である。
【００３２】
　また、上記式（３）において、Ｒ４は水素原子が好ましい。ｐは２～３が好ましく、ｑ
は２～３が好ましい。
　上式（３）で表されるものの具体例としてはアクリロイルオキシエチルサクシネート、
２－メタクリロイルオキシエチルサクシネート等が挙げられる。
【００３３】
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　なお、本発明の共重合体は、前記ビニルモノマー（Ａ）に相当する構成単位として上記
式（２）で表されるビニルモノマーに相当する構成単位のみを含むものであってもよく、
上記式（３）で表されるビニルモノマーに相当する構成単位のみを含むものであってもよ
く、上記式（２）で表されるビニルモノマーに相当する構成単位と上記式（３）で表され
るビニルモノマーに相当する構成単位とを含むものであってもよい。
【００３４】
＜ビニルモノマー（Ｂ）に相当する構成単位＞
　本発明の共重合体は、下記式（１）で表されるビニルモノマー（Ｂ）に相当する構成単
位を有する。
【００３５】
　　ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ１)－ＣＯ－Ｘ－（Ｑ－Ｏ）ｒ－Ｒ２　　　　（１）
（式（１）中、Ｒ１は水素原子またはメチル基を表し、Ｒ２は水素原子または炭素数１～
５のアルキル基を表し、Ｑは置換基を有していてもよい炭素数２～４のアルキレン基を表
し、ｒは２～１５の整数を表し、Ｘは酸素原子またはＮＨを表す。ただし、式（１）中、
－（Ｑ－Ｏ）ｒ－Ｒ２の構造において直鎖で結合している原子の数は７０以下である。）
【００３６】
　上記式（１）において、Ｒ１は水素原子またはメチル基である。
　Ｒ２は水素原子または炭素数１～５のアルキル基である。ビニルモノマー（Ｂ）は親水
性のあるものが好ましいため、Ｒ２は、水素原子または炭素数１～３のアルキル基である
ことが好ましく、水素原子または炭素数１または２のアルキル基であることがより好まし
い。
【００３７】
　Ｘは酸素原子またはＮＨである。Ｘは好ましくは酸素原子である。
　Ｑは、置換基を有していてもよい炭素数２～４、好ましくは炭素数２～３のアルキレン
基である。Ｑのアルキレン基が置換基を有する場合、その置換基とは本発明の共重合体に
おいて他の部分と反応しないものを指し、また、その置換基が占める体積が大きすぎると
、ビニルモノマー（Ｂ）のＸ－（Ｑ－Ｏ）ｒ－Ｒ２の構造部分に対して置換基の占める体
積が大きくなることによってリンスラメラを形成したときのリンスラメラとビニルモノマ
ー（Ａ）のカルボキシル基との相互作用が弱くなり、カチオン界面活性剤の吸着性が低下
してしまう可能性があるため、この置換基は分子量で５０以下のものであり、具体例とし
てはしてはヒドロキシル基、メトキシ基、エトキシ基等が挙げられる。ただし、Ｑは置換
基を有さないものがより好ましい。また、Ｑのアルキレン基の置換基は－（Ｑ－Ｏ）ｒ－
の構造部分よりも分子量が小さいものが好ましい。
【００３８】
　ｒは２～１５の整数である。ｒは好ましくは３以上であり、一方好ましくは１２以下で
ある。
【００３９】
　ただし、本発明の共重合体においては、ビニルモノマー（Ｂ）に相当する構成単位の側
鎖部分（式（１）中のＸ－（Ｑ－Ｏ）ｒ－Ｒ２の構造部分）の長さが、共重合体を化粧料
組成物として使用したときの塗布時のなめらかさやカチオン界面活性剤の吸着量の効果に
大きく影響するため、前記式（１）中の－（Ｑ－Ｏ）ｒ－Ｒ２の構造において直鎖で結合
している原子の数は７０以下である。したがって、例えば、Ｑがｎ－ブチレン基、ｒ＝１
５、Ｒ２がｎ－ペンチル基の場合には、－（Ｑ－Ｏ）ｒ－Ｒ２の構造において直鎖で結合
している原子の数が８０となるため、前記式（１）の定義から外れるものとなる。前記式
（１）中の－（Ｑ－Ｏ）ｒ－Ｒ２の構造において直鎖で結合している原子の数は、好まし
くは６０以下、より好ましくは４０以下、更に好ましくは２８以下、特に好ましくは２０
以下である。
【００４０】
　ビニル共重合体（Ａ）に相当する構成単位の説明において記載したように、共重合体中
にＣＯＯＨ基を一定量以上入れると、カチオン界面活性剤の吸着性は向上するものの、リ
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ンスやトリートメントなどの毛髪化粧料へ配合したときに、塗布したときのなめらかさや
粘度が損なわれるという問題点が生じる。これは、リンスやトリートメントなどの毛髪化
粧料中で構成されているカチオン界面活性剤－高級アルコール会合体（リンスラメラ）の
親水層中に存在する共重合体が、カチオン基を含む層と強く相互作用して親水層を圧縮し
（相互作用が特に強い場合は崩壊に至る）、ラメラの柔軟性の低減・ラメラの連続性の低
下を生じさせることによって引き起こされる現象であるものと推定される。
【００４１】
　本発明者らが鋭意検討した結果、一定以上の長さを側鎖に持った親水性ノニオンモノマ
ーに相当する構成単位を共重合体中に含有させることによって、このリンスラメラ層の圧
縮・崩壊を防ぐことができることがわかった。また一方で、この側鎖の長さが長すぎる場
合、塗布時のなめらかさは維持できるが、カチオン界面活性剤の吸着量の低下が生じるこ
とが明らかになり、塗布時のなめらかな感触と高いカチオン界面活性剤の吸着性を達成す
るためには、親水性モノマーの側鎖として特定の長さが必要であることがわかった。本発
明者らの検討によれば、前記ビニルモノマー（Ｂ）に相当する構成単位の側鎖の長さを決
める前記式（１）におけるｒを２～１５とした場合、上記の塗布時のなめらかさとカチオ
ン界面活性剤の吸着性が両立できることが見出された。このため、ビニルモノマー（Ｂ）
を表す前記式（１）におけるｒは、２～１５で、好ましくは３以上、一方、好ましくは１
２以下である。
【００４２】
　ビニルモノマー（Ｂ）を例示すると、メトキシポリエチレングリコール（メタ）アクリ
レート（ポリエチレングリコールの繰り返し数（式（１）のｒ）は２～１５）、ポリエチ
レングリコール（メタ）アクリレート（ポリエチレングリコールの繰り返し数（式（１）
のｒ）は２～１５）、メトキシポリエチレングリコール／ポリプロピレングリコール（メ
タ）アクリレート（ポリエチレングリコール／ポリプロピレングリコールの繰り返し数（
式（１）のｒ）は２～１５）、ポリエチレングリコール／ポリプロピレングリコール（メ
タ）アクリレート（ポリエチレングリコール／ポリプロピレングリコールの繰り返し数（
式（１）のｒ）は２～１５）、メトキシポリエチレングリコール／ポリブチレングリコー
ル（メタ）アクリレート（ポリエチレングリコール／ポリブチレングリコールの繰り返し
数（式（１）のｒ）は２～１５）、ポリエチレングリコール／ポリブチレングリコール（
メタ）アクリレート（ポリエチレングリコール／ポリブチレングリコールの繰り返し数（
式（１）のｒ）は２～１５）、メトキシポリエチレングリコール（メタ）アクリルアミド
（ポリエチレングリコールの繰り返し数（式（１）のｒ）は２～１５）、ポリエチレング
リコール（メタ）アクリルアミド（ポリエチレングリコールの繰り返し数（式（１）のｒ
）は２～１５）、好ましくは、メトキシポリエチレングリコール（メタ）アクリレート（
ポリエチレングリコールの繰り返し数（式（１）のｒ）は３～１２）、ポリエチレングリ
コール（メタ）アクリレート（ポリエチレングリコールの繰り返し数（式（１）のｒ）は
３～１２）、メトキシポリエチレングリコール／ポリプロピレングリコール（メタ）アク
リレート（ポリエチレングリコール／ポリプロピレングリコールの繰り返し数（式（１）
のｒ）は３～１２）、ポリエチレングリコール／ポリプロピレングリコール（メタ）アク
リレート（ポリエチレングリコール／ポリプロピレングリコールの繰り返し数（式（１）
のｒ）は３～１２）、メトキシポリエチレングリコール／ポリブチレングリコール（メタ
）アクリレート（ポリエチレングリコール／ポリブチレングリコールの繰り返し数（式（
１）のｒ）は３～１２）、ポリエチレングリコール／ポリブチレングリコール（メタ）ア
クリレート（ポリエチレングリコール／ポリブチレングリコールの繰り返し数（式（１）
のｒ）は３～１２）、より好ましくは、メトキシポリエチレングリコール（メタ）アクリ
レート（ポリエチレングリコールの繰り返し数（式（１）のｒ）は３～１２）、ポリエチ
レングリコール（メタ）アクリレート（ポリエチレングリコールの繰り返し数（式（１）
のｒ）は３～１２）である。
【００４３】
　本発明の共重合体は、１種類の前記ビニルモノマー（Ｂ）に相当する構成単位のみを含



(9) JP 2012-106985 A 2012.6.7

10

20

30

40

50

有していてもよく、２種以上のビニルモノマー（Ｂ）に相当する構成単位を含有していて
もよい。
【００４４】
　本発明の共重合体において、前記ビニルモノマー（Ｂ）に相当する構成単位の割合は、
共重合体の全質量に対して４０～８５質量％であることが好ましい。前記ビニルモノマー
（Ｂ）に相当する構成単位の割合が、４０質量％以上であることにより、このビニルモノ
マー（Ｂ）に相当する構成単位を共重合体中に存在させることによる塗布時のなめらかさ
や感触の向上効果を十分に得ることができ、８５質量％以下であることにより、共重合体
中の前記ビニルモノマー（Ａ）に相当する構成単位の割合を確保して、カチオン界面活性
剤の吸着性を高めることができる。共重合体中の前記ビニルモノマー（Ｂ）に相当する構
成単位の割合は、より好ましくは４５質量％以上、特に好ましくは５０質量％以上であり
、一方、より好ましくは８０質量％以下、特に好ましくは７５質量％以下である。
【００４５】
＜ビニルモノマー（Ｃ）に相当する構成単位＞
　本発明の共重合体は、構成単位として上記ビニルモノマー（Ａ）および（Ｂ）に相当す
る構成単位に加えて、塗布時のなめらかさなどのコンディショニング効果の観点から、炭
素数１２～２２のアルキル基を有するビニルモノマー（Ｃ）に相当する構成単位を共重合
体の全質量に対して４０質量％以下含むことが好ましい。ビニルモノマー（Ｃ）に相当す
る構成単位の含有量はより好ましくは３０質量％以下、更に好ましくは２５質量％以下、
例えば０～２０質量％である。
【００４６】
　共重合体中に、ビニルモノマー（Ｃ）に相当する構成単位を含むと、塗布時のなめらか
さなどのコンディショニング効果が良好となる理由は、ビニルモノマー（Ｃ）の疎水基側
鎖である炭素数１２～２２のアルキル基が、リンスラメラの疎水層に貫入することによっ
て、ラメラの流動性が高まるためと考えられる。ただし、共重合体中のビニルモノマー（
Ｃ）に相当する構成単位の含有量が多くなり過ぎるとラメラ構造が崩れて、塗布時ののび
が悪くなる傾向にある。
【００４７】
　ビニルモノマー（Ｃ）として、炭素数１２～２２のアルキル基を有する（メタ）アクリ
レートモノマーを用いると、毛髪と接しているリンスラメラ構造中の疎水相の流動性が高
まるために塗布時のなめらかさなどの効果が優れるものとなり、好ましい。中でも分岐し
ているアルキル基を有するビニルモノマーが特に好ましい。
【００４８】
　炭素数１２～２２のアルキル基を有する（メタ）アクリレートモノマーとして、例えば
、ミリスチル（メタ）アクリレート、イソステアリル（メタ）アクリレート、ステアリル
（メタ）アクリレート、ベヘニル（メタ）アクリレート、セチル（メタ）アクリレート、
ラウリル（メタ）アクリレート、合成ラウリル（メタ）アクリレート（ただし、「合成ラ
ウリル（メタ）アクリレート」とは炭素数１２のアルキル基と炭素数１３のアルキル基が
混合したアルキル（メタ）アクリレートを意味する）などが挙げられる。これらの中でも
炭素数１２～２０のアルキル基を有する（メタ）アクリレートモノマーが好ましく、炭素
数１６～１８のアルキル基を有する（メタ）アクリレートモノマーがより好ましい。
【００４９】
　本発明の共重合体は、１種類の前記ビニルモノマー（Ｃ）に相当する構成単位のみを含
有していてもよく、２種以上のビニルモノマー（Ｃ）に相当する構成単位を含有していて
もよい。
【００５０】
＜その他のモノマーに相当する構成単位＞
　上記のビニルモノマー（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）以外にも、本発明の共重合体中には、本
発明の効果を損なわない範囲において、更に他のビニル系モノマーに相当する構造単位を
含有させてもよい。その他のビニル系モノマーとしては、例えば、ノニオン性モノマー、
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両性モノマー、半極性モノマー、カチオン性モノマーなどの他、ポリシロキサン基含有モ
ノマーも用いうる。但し、これらその他のモノマーには、前記のビニルモノマー（Ａ）、
（Ｂ）および（Ｃ）は含まないものとする。
【００５１】
　本発明の共重合体中のその他のモノマーに由来する構造単位の含有量は、本発明の趣旨
を逸脱しない範囲内において適宜定めることができる。例えば、共重合体の肌や毛髪への
親和性や、毛髪化粧料に用いる場合にはコンディショニング効果等を阻害しない範囲で適
宜定めることができ、通常、共重合体の全質量に対して４０質量％以下であり、好ましく
は３０質量％以下、より好ましくは２０質量％以下、更に好ましくは１０質量％以下であ
る。
【００５２】
　但し、本発明の共重合体にカチオン性の官能基が存在すると前述のカチオン性界面活性
剤とのコンプレックス形成の障害となる場合があるので、共重合体中のカチオン性の官能
基は少ないことが好ましく、例えば、カチオン性の官能基は共重合体中の全官能基の１０
モル％以下であることが好ましく、これを実質的に含まないことが更に好ましい。
【００５３】
　以下に、その他のモノマーについて例示するが、本発明の共重合体は、以下に列挙する
もの以外のモノマーに相当する構成単位を含んでいてもよい。また、その他のモノマーに
相当する構成単位は本発明の共重合体中に１種類のみ含まれていてもよく、同種又は異種
のその他のモノマーに相当する構成単位が２種以上含まれていてもよい。
【００５４】
　ノニオン性モノマーとしては、例えば、炭素原子数１～２２のアルコールと（メタ）ア
クリル酸とのエステルや、炭素原子数１～２２のアルキルアミンと（メタ）アクリル酸と
のアミド、エチレングリコール、１，３－プロピレングリコール等と（メタ）アクリル酸
とのモノエステル、更にはこのモノエステルの水酸基がメタノールやエタノール等でエー
テル化されたエステル、（メタ）アクロイルモルホリンなどが挙げられる。
　両性モノマーとしては、例えば、ベタイン基含有（メタ）アクリルエステル、ベタイン
基含有（メタ）アクリルアミドなどが挙げられる。
　半極性モノマーとしては、例えば、アミンオキシド基含有（メタ）アクリル酸エステル
、アミンオキシド基含有（メタ）アクリルアミドなどが挙げられる。
　カチオン性モノマーとしては、例えば、４級アンモニウム基含有（メタ）アクリル酸エ
ステル、４級アンモニウム基含有（メタ）アクリルアミドなどが挙げられる。
【００５５】
　ポリシロキサン基含有モノマーは、ポリシロキサン構造を有し、共重合体に共有結合で
連結できる構造を有する化合物である。このような構成単位は、化粧料組成物中で通常併
用されるシリコーン油との親和性が高く、共重合体中の他の構成単位とシリコーン油とを
結びつける働きをし、肌や毛髪、特にダメージ毛などに対してシリコーン油の吸着力を高
める働きがあると考えられる。但し、本発明の共重合体の効果を損なわないために、ポリ
シロキサン基含有モノマーを共重合成分として用いる場合には、共重合体中に４０質量％
以下とし、好ましくは３０質量％以下とし、更に好ましくは２０質量％以下とする。
【００５６】
　ポリシロキサン構造とは下記式（４）で表される繰り返し構造単位が２以上連結された
構造である。
　　－（ＳｉＲ５Ｒ６－Ｏ）－　　　　（４）
（式（４）中、Ｒ５およびＲ６はそれぞれ独立して炭素数１～３のアルキル基、またはフ
ェニル基を表す。）
【００５７】
　共重合体に共有結合で連結できる構造とは、例えば、（メタ）アクリルエステルや（メ
タ）アクリルアミド等のビニル構造を有し他の単量体と共重合できる構造や、チオールな
どの官能基を有し、重合中の連鎖移動により共重合体に連結できる構造、または、イソシ
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アネート基、カルボン酸基、水酸基、アミノ基などを有し共重合体の官能基と反応して連
結できる構造などが挙げられるが、これらに限定されるものではない。
【００５８】
　一つのポリシロキサン基含有モノマーに、これら連結可能な構造を複数個有してもよい
。共重合体中において、ポリシロキサン構造は主鎖にグラフト構造で連結されていてもよ
く、また逆にポリシロキサン構造を主鎖とし他の構造がグラフト構造で連結されていても
よく、さらには、ポリシロキサン構造と他の構造とがブロック構造で直鎖状に連結されて
いてもよい。
【００５９】
　ポリシロキサン基含有モノマーとしては、なかでも下記式（５）で表されるものが好ま
しい。
　　　ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ７）－Ｚ－（ＳｉＲ８Ｒ９－Ｏ）ｓ－Ｒ１０　　（５）
（式中、Ｒ７は水素原子またはメチル基を表し、Ｒ８およびＲ９はそれぞれ独立して炭素
数１～３のアルキル基、またはフェニル基を表し、Ｒ１０は炭素数１～８のアルキル基を
表し、Ｚは２価の連結基または直接結合を表し、ｓは２～２００の整数を表す。）
【００６０】
　より好ましくはｓは３以上であり、更に好ましくはｓは５以上である。ｓがこれより大
きいほどシリコーン油との親和性が向上する。また、ｓは５０以下であるのがより好まし
い。ｓが小さいほど他のモノマーとの共重合性が向上する。
【００６１】
　Ｚは２価の連結基または直接結合を表すが、なかでも以下に挙げられる構造の１つまた
は２つ以上の組合せからなる連結基が好ましい。組合せる個数は特に限定されないが、通
常、５つ以下である。また、以下の構造の向き（どちらの端がポリシロキサン基側か）は
任意である。なお、以下においてＲは炭素数１～６のアルキレン基またはフェニレン基を
表す。
【００６２】
　　　－ＣＯＯ－Ｒ－
　　　－ＣＯＮＨ－Ｒ－
　　　－Ｏ－Ｒ－
　　　－Ｒ－
【００６３】
　前記式（５）で表されるポリシロキサン基含有モノマーとしては、この式に含まれるも
のであれば特に限定されないが、例えば、α－（ビニルフェニル）ポリジメチルシロキサ
ン、α－（ビニルベンジルオキシプロピル）ポリジメチルシロキサン、α－（ビニルベン
ジル）ポリメチルフェニルシロキサン、α－（メタクリロイルオキシプロピル）ポリジメ
チルシロキサン、α－（メタクリロイルオキシプロピル）ポリメチルフェニルシロキサン
、α－（メタクリロイルアミノプロピル）ポリジメチルシロキサン等が挙げられる。ポリ
シロキサン基含有モノマーは１種類を単独で用いても２種類以上を併用してもよい。
【００６４】
　このようなポリシロキサン基含有モノマーとしては市販品も用いることができる。例え
ば、α－（メタクリロイルオキシプロピル）ポリジメチルシロキサンとしては、サイラプ
レーン（チッソ株式会社）が入手可能であり、サイラプレーンＦＭ０７１１（分子量１０
００）、サイラプレーンＦＭ０７２１（分子量５０００）、サイラプレーンＦＭ０７２２
（分子量１００００）などがある。
【００６５】
　本発明の共重合体には、共重合体の分子量や粘度の調整のために、多官能アクリレート
などの架橋剤を導入することもできるが、後述の如く、架橋剤は含まないことが好ましい
。
【００６６】
＜構造解析＞



(12) JP 2012-106985 A 2012.6.7

10

20

30

40

50

　共重合体中のビニルモノマー（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）およびその他のモノマーに相当す
るそれぞれの構成単位の含有量は、カルボニル基、アミド結合、ポリシロキサン構造や各
種官能基、炭素骨格などのＩＲ吸収やラマン散乱、ポリジメチルシロキサンのメチル基や
アミド結合部位およびそれらに隣接するメチル基、メチレン基などの１Ｈ－ＮＭＲ、ある
いはそれらの１３Ｃ－ＮＭＲ等に代表される各種ＮＭＲにより測定することができる。
【００６７】
＜重量平均分子量＞
　本発明の共重合体の重量平均分子量は、３，０００～２，０００，０００であることが
好ましい。重量平均分子量を３，０００以上とすることにより、カチオン界面活性剤との
コンプレックスが毛髪や肌に付着することによるコンディショニング効果がより高まる。
共重合体の重量平均分子量はより好ましくは５，０００以上であり、更に好ましくは１０
，０００以上である。一方、重量平均分子量を、２，０００，０００以下とすることによ
り、乾燥後の感触をより高めることができる。共重合体の重量平均分子量はより好ましく
は１，０００，０００以下、より好ましくは５００，０００以下であり、更に好ましくは
１００，０００であり、最も好ましくは５０，０００以下である。
【００６８】
　共重合体の分子量の調整は、例えば、共重合体の重合度を制御することによって行うこ
とができる。また、多官能アクリレートなどの架橋剤の添加量を増減することによっても
分子量を制御することができる。但し、架橋剤は少しでも添加しすぎると分子量および粘
度が急激に増大してしまうなど、工業的に製造する上では制御が困難な面がある。このた
め架橋剤は含まないことが最も好ましい。
【００６９】
　共重合体の重量平均分子量はゲルパーミエーションクロマトグラフィー（ＧＰＣ）によ
り測定することができる。ゲルパーミエーションクロマトグラフィーで用いられる展開溶
媒は通常用いられるものであれば特に限定されるものではないが、例えば、後述の実施例
の項に示される水／メタノール／酢酸／酢酸ナトリウム混合系溶媒を用いて測定すること
ができる。
【００７０】
＜粘度＞
　本発明の共重合体は、２０質量％エタノール溶液の２５℃での粘度が５ｍＰａ・ｓ以上
２００００ｍＰａ・ｓ以下であることが好ましい。この粘度は、より好ましくは１０ｍＰ
ａ・ｓ以上、更に好ましくは１５ｍＰａ・ｓ以上であり、一方、より好ましくは１０００
０ｍＰａ・ｓ以下、更に好ましくは５０００ｍＰａ・ｓ以下である。共重合体の粘度が５
ｍＰａ・ｓ以上、２００００ｍＰａ・ｓ以下であるとハンドリングの点で好ましい。粘度
はＢ型粘度計などを用いて測定することが可能である。
【００７１】
　重量平均分子量と同様に、共重合体の粘度の調整は、例えば、共重合体の重合度を制御
したり、多官能アクリレートなどの架橋剤の添加量を増減することによって制御すること
ができる。
【００７２】
＜カチオン界面活性剤の吸着量＞
　本発明の共重合体を配合した化粧料組成物、特にリンスやトリートメントなどの毛髪化
粧料で、毛髪を処理した場合のカチオン界面活性剤の吸着量は、毛髪化粧料へのカチオン
界面活性剤の配合量によっても変わりうるが、例えば、カチオン界面活性剤の配合量を１
．５質量％とした場合、本発明の共重合体へのカチオン界面活性剤の吸着量は５０～３０
００質量ｐｐｍであることが好ましい。カチオン界面活性剤の吸着量が５０質量ｐｐｍ以
上であることにより、コンディショニング効果がより高まる。この吸着量はより好ましく
は７５重量ｐｐｍ以上であり、更に好ましくは１００重量ｐｐｍ以上である。一方、カチ
オン界面活性剤の吸着量が３０００質量ｐｐｍ以下であることにより、乾燥後の感触をよ
り高めることができる。この吸着量はより好ましくは２０００質量ｐｐｍ以下、更に好ま
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しくは１０００質量ｐｐｍ以下である。
【００７３】
　カチオン界面活性剤の吸着量は、本発明の共重合体において、ビニルモノマー（Ａ）の
種類およびビニルモノマー（Ａ）に相当する構成単位の割合、ビニルモノマー（Ｂ）の種
類などを適宜組み合わせることにより制御することができる。
　尚、上記のカチオン界面活性剤の吸着量は本発明の実施例において示す評価方法による
値である。
【００７４】
＜共重合体の製造方法＞
　本発明の共重合体は、例えば、それぞれの構成単位を与えるモノマーまたはその前駆体
を混合し、溶液重合、懸濁重合、乳化重合等の方法により共重合させた後、必要に応じて
ポリシロキサン構造の付加、縮合反応等を行うことにより製造することができる。
【００７５】
　また、カルボキシル基を構造内に有するビニルモノマー（Ａ）の対イオンは、重合する
前に中和反応により一部または全部を水素イオン以外のものに代えて重合に供することも
でき、或いは、重合やその他の反応の後に中和反応により一部または全部を水素イオン以
外のものに代えることもできる。これらはその合成のし易さにより適宜選択して行うこと
ができる。
【００７６】
　重合反応は親水性溶媒中で行うのが好ましい。親水性溶媒としては、アセトン、メチル
エチルケトン、メチルイソブチルケトン等のケトン系溶媒、メタノール、エタノール、ｎ
－プロパノール、ｉ－プロパノール、ｎ－ブタノール、ｉ－ブタノール、ｓｅｃ－ブタノ
ール等のアルコール系溶媒、水等が挙げられる。これらは単独で用いても２種以上を併用
してもよい。なかでもアルコール系溶媒を用いることが好ましい。
【００７７】
　重合開始剤としては、２，２’－アゾビスイソブチロニトリル、２，２’－アゾビス（
２，４－ジメチルバニトリル）、２，２’－アゾビス（４－メトキシ－２，４－ジメチル
バレロニトリル）、ジメチル－２，２’－アゾビスイソブチレート、２，２’－アゾビス
（２－メチルブチロニトリル）、１，１’－アゾビス（１－シクロヘキサンカルボニトリ
ル）、２，２’－アゾビス（２－メチル－Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）－プロピオンア
ミド）、２，２’－アゾビス（２－アミジノプロパン）二塩酸塩等のアゾ化合物、ベンゾ
イルパーオキシド、ジクミルパーオキシド、ジ－ｔ－ブチルパーオキシド、ラウロイルパ
ーオキシド等の過酸化物、過硫酸塩、またはそのレドックス系など、特に限定することな
く用いることができる。重合開始剤は全モノマーに対して、０．０１～５質量％の範囲で
用いることが好ましい。
【００７８】
　重合反応は、例えば、窒素やアルゴン等の不活性ガス雰囲気下で、好ましくは３０～１
２０℃、より好ましくは４０～１００℃で通常１～３０時間行うことができる。重合終了
後は、生成した共重合体を、溶媒留去、貧溶媒の添加など適宜の手段で反応液から単離す
るとよい。この共重合体はそのまま、または更に精製して、例えば化粧料の製造に用いる
ことができる。精製は再沈殿、溶媒洗浄、膜分離など、必要に応じて適宜組み合わせて行
うことができる。
【００７９】
２．化粧料組成物
　本発明の共重合体は、以下に詳述する各成分を適宜組み合わせて配合することにより、
化粧料組成物として有用に使用することが可能である。特に、水、カチオン界面活性剤、
高級アルコールは、加熱混合することによりラメラと呼ばれるゲル構造を形成し、なめら
かさやしっとり感を与えることができ、好ましい。更に、本発明の化粧料組成物にシリコ
ーン油を配合することによりサラサラ感を付与することができる。
【００８０】
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　本発明が適用される化粧料組成物とは、毛髪および皮膚に使用する任意の化粧料用の組
成物を意味し、例えば、シャンプー、リンス、コンディショナー、トリートメント、染毛
剤、パーマ剤、アウトバス用トリートメント、ヘアパック、ヘアスプレー、ヘアフォーム
、スタイリング剤、ボディーシャンプー、メイククレンジング、ハンドソープ、乳液、化
粧水、ローション、クリーム、美容液、日焼け止め、ファンデーション、口紅、マスカラ
、アイシャドー、脱毛剤等のいわゆる化粧料用の組成物を広く含むものである。また、そ
の使用形態も、肌や毛髪等に塗布し全体によくなじませた後に洗い流す（濯ぐ）ものや、
洗い流さないもの等、いずれも含み得る。
【００８１】
＜共重合体＞
　本発明の化粧料組成物は本発明の共重合体を必須に含むものであり、その使用量は化粧
料組成物全体に対して０．１質量％以上含有するものとする。これにより肌や毛髪に対す
る吸着力が増加し、濯ぎ時のなめらかさや乾燥後のサラサラ感などのコンディショニング
効果を与える。本発明の化粧料組成物は、本発明の共重合体を好ましくは０．２質量％以
上含有する。ただし、本発明の共重合体の含有量は乾燥後のゴワツキ感をなくししっとり
感を高めるため、５質量％以下とする。好ましくはこの含有量は３質量％以下である。
　本発明の化粧料組成物において、本発明の共重合体は１種類のみで用いてもよいし２種
類以上用いてもよい。
【００８２】
＜水＞
　本発明の共重合体を化粧料組成物として用いる場合、通常、化粧料組成物に用いること
の可能な溶媒または分散媒が用いられる。これらの溶媒または分散媒としては例えば、水
やエタノール、イソプロパノール、ブタノールなどの低級アルコールが挙げられるが、本
発明の化粧料組成物は水を含むものである。
【００８３】
　本発明の化粧料組成物において、水の含有量は、化粧料組成物全体に対して５５質量％
以上である。水を５５質量％以上含むことにより、粘度が高くなりすぎるのを抑え、取り
扱い易い粘度に保つことができ、塗布時の使用感を向上させることができる。より好まし
い水の含有量は６０質量％以上である。ただし水の含有量は９９．６質量％以下とする。
上記の範囲内で水を含有することにより、本発明の化粧料組成物は適度な粘性を有するこ
とができ、塗布時のなめらかさおよび肌や毛髪への吸着性が向上する。
【００８４】
＜カチオン界面活性剤＞
　本発明の化粧料組成物に含まれるカチオン界面活性剤としては、塩化ステアリルトリメ
チルアンモニウム、塩化ラウリルトリメチルアンモニウム等のアルキルトリメチルアンモ
ニウム塩、塩化セチルピリジニウム等のアルキルピリジニウム塩、塩化ジステアリルジメ
チルアンモニウムジアルキルジメチルアンモニウム塩、塩化ポリ（Ｎ，Ｎ’－ジメチル－
３，５－メチレンピペリジニウム）、アルキル四級アンモニウム塩、アルキルジメチルベ
ンジルアンモニウム塩、アルキルイソキノリニウム塩、ジアルキルモリホニウム塩、ポリ
オキシエチレンアルキルアミン、アルキルアミン塩、ポリアミン脂肪酸誘導体、アミルア
ルコール脂肪酸誘導体、塩化ベンザルコニウム、塩化ベンゼトニウム等が挙げられる。
　以上に挙げたカチオン界面活性剤は１種のみでも２種以上を組み合わせても使用可能で
ある。
【００８５】
　カチオン界面活性剤を用いる場合には化粧料組成物全体に対してカチオン界面活性剤を
合計して２０質量％以下含有することが好ましく、より好ましくは１０質量％以下である
。一方、カチオン界面活性剤の機能を十分に与えるためには化粧料組成物全体に対して０
．１質量％以上含有させることが好ましく、１質量％以上含有させることがより好ましい
。
【００８６】
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＜高級アルコール＞
　本発明の化粧料組成物には高級アルコールを含有させることが好ましい。本明細書にお
いて「高級アルコール」とは炭素数１２～２４のアルコールを意味し、１価のアルコール
が好ましい。高級アルコールの具体例としては、セチルアルコール、ステアリルアルコー
ル等が挙げられる。
【００８７】
　高級アルコールを水、カチオン界面活性剤と共に用いることで、ラメラ構造と呼ばれる
ゲルを形成し、化粧料組成物になめらかさやしっとり感の機能を与えることができる。こ
のため、高級アルコールは水、カチオン界面活性剤と共に用いることが好ましい。高級ア
ルコールは１種類のみでも２種以上を組み合わせて用いてもよいが、化粧料組成物の粘度
を適度に押さえ塗布時のなめらかさを向上させるためには、化粧料組成物全体に対して高
級アルコールを合計して２０質量％以下で含有することが好ましく、より好ましくは１０
質量％以下である。一方、高級アルコールの機能を十分に与えるためには化粧料組成物全
体に対して０．１質量％以上含有させることが好ましく、１質量％以上含有させることが
より好ましい。
【００８８】
＜シリコーン油＞
　本発明の化粧料組成物にはシリコーン油を含有させることが好ましい。本発明の化粧料
組成物に用いるシリコーン油の種類は特に限定されないが、例えば、ポリジメチルシロキ
サン、ポリジメチルシロキサンアルキレンオキシド共重合体、アミノ変性ポリジメチルシ
ロキサン、ポリエーテル変性ポリジメチルシロキサン、メチルフェニルポリシロキサン、
エポキシ変性ポリジメチルシロキサン、フッ素変性ポリジメチルシロキサン、アルコール
変性ポリジメチルシロキサン、アルキル変性ポリジメチルシロキサン、アルコキシ変性ポ
リジメチルシロキサンおよび環状シリコーンなどが挙げられる。これらは特開２０００－
３３６０１８号公報に記載されている。
【００８９】
　ポリジメチルシロキサンとしては、「ＫＦ９６Ｈ－１００万」（信越化学工業株式会社
）、「ＳＨ２００」、「ＢＹ１１－００７」、「ＢＹ２２－０２９」（いずれも東レ・ダ
ウコーニング・シリコーン株式会社）、「ＴＳＦ４５１」（東芝シリコーン株式会社）や
、「Ｌ－４５」（日本ユニカー株式会社）として市販されているものが挙げられる。
【００９０】
　ポリジメチルシロキサンアルキレンオキシド共重合体としては、「Ｆ－１７８－２１」
（日本ユニカー株式会社）として市販されているものが挙げられる。
【００９１】
　アミノ変性ポリジメチルシロキサンとしては、例えば、アミノエチル基、アミノプロピ
ル基等のアミノアルキル基を有するものやプロピレングリコールが付加されたアミノ基（
アミノグリコール変性）が挙げられ、アルキル基や水酸基等の置換基を有していてもよい
。アルキル基としては炭素数１～１２の直鎖または分岐のアルキル基が好ましい。
【００９２】
　これらのアミノ変性ポリジメチルシロキサンは、ジメチルシロキサンと、前記アミノア
ルキル基を有するシロキサンとを共重合させるか、またはポリジメチルシロキサンを前述
のアミノアルキル基を有する化合物で後変性してポリジメチルシロキサン骨格にアミノア
ルキル基を導入することにより得られる。市販されているものとしては、例えば、「ＵＳ
　ＡＲ　ＳＩＬＩＣＯＮＥ　ＡＬＥ５６」（ユニオン・カーバイド社）、「ＡＢＩＬ９９
０５」（ザ・ゴールドシュミットＡＧ社）、「ＫＦ８５７」、「ＫＦ８６７」、「ＫＦ８
６５」（いずれも信越化学工業株式会社）、「ＳＭ８７０２Ｃ」、「ＪＰ８５００」（東
レ・ダウコーニング・シリコーン株式会社）、「ＦＺ－３７０７」（日本ユニカー株式会
社）等がある。
【００９３】
　ポリエーテル変性ポリジメチルシロキサンとしては、例えば、オキシエチレン、オキシ
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プロピレン、オキシブチレン、オキシペンタメチレン、オキシヘキサメチレン、オキシ（
２，２－ジメチル）プロピレン等の単量体骨格を有するもの、ポリオキシエチレン、ポリ
オキシプロピレン、ポリオキシブチレン、ポリオキシペンタメチレン、ポリオキシヘキサ
メチレン等の単独重合体骨格またはポリ（オキシエチレンオキシプロピレン）共重合体等
の共重合体骨格のオキシアルキレン基を有するものが挙げられる。これらは水酸基やアル
キル基等の置換基を有していてもよい。アルキル基としては炭素数１～１２の直鎖または
分岐のアルキル基が好ましい。特に好ましいのは、重合体骨格にオキシアルキレン基を有
するものである。
【００９４】
　このようなオキシアルキレン基を有する変性ポリジメチルシロキサンの製造方法は、例
えば、ジメチルシロキサンと、オキシアルキレン基を有するシロキサンとを共重合させる
方法や、またはポリジメチルシロキサンを前記オキシアルキレン基を有する化合物で後変
性して、ポリジメチルシロキサン骨格にオキシアルキレン基を導入する方法等がある。
　ポリエーテル変性ポリジメチルシロキサンとして最も好ましくは、ジメチルシロキサン
と、前記重合体骨格のオキシアルキレン基を有するシロキサンとを共重合させて得たもの
である。
【００９５】
　ポリエーテル変性ポリジメチルシロキサンとして市販されているものとしては、例えば
、「ＫＦ９４５Ａ」、「ＫＦ３５１Ａ」、「ＫＦ３５４Ａ」（信越化学工業株式会社）、
「ＳＨ３７７１Ｃ」、「ＳＨ３７４９」（東レ・ダウコーニング・シリコーン株式会社）
、「Ｌ－７６０２Ｃ」、「Ｌ－７２０」（日本ユニカー株式会社）、「ＳＦ１０６６」（
ゼネラル・エレクトリックス・カンパニー）などがある。
【００９６】
　メチルフェニルポリシロキサンとしては、「ＫＦ５６」（信越化学工業株式会社）、「
ＳＨ５越化学工業株式会社）、「ＰＳ９２２」（チッソ株式会社）、「Ｌ－９３０」（日
本ユニカー株式会社）などが市販されている。
【００９７】
　フッ素変性ポリジメチルシロキサンとしては、「Ｘ－２２－８２０」（信越化学工業株
式会社）、「ＰＳ１８２」（チッソ株式会社）などが市販されている。
【００９８】
　アルコール変性ポリジメチルシロキサンとしては、「ＫＦ８５１」（信越化学工業株式
会社）、「ＦＭ４４１１」（チッソ株式会社）、「ＦＺ－３７２２」、「Ｆ－２３５－２
１」（日本ユニカー株式会社）などが市販されている。
【００９９】
　アルキル変性ポリジメチルシロキサンとしては、「ＫＦ４１０」、「ＫＦ－４１３」（
信越化学工業株式会社）、「ＰＳ１３０」、「ＰＳ１３７」（チッソ株式会社）などが市
販されている。
　アルコキシ変性ポリジメチルシロキサンとしては、「ＰＳ９１２」（チッソ株式会社）
、「ＦＺ－３７０１」（日本ユニカー株式会社）などが市販されている。
【０１００】
　環状シリコーンとしては、「ＳＨ２４４」、「ＳＨ２４５」、「ＳＨ２４６」（東レ・
ダウコーニング・シリコーン株式会社）などが市販されている。
【０１０１】
　シリコーン油は１種類を単独で用いてもよいし２種類以上を併用してもよい。配合量が
過剰であると毛髪に塗布し、乾燥した後に重い感触となるために、シリコーン油は化粧料
組成物全体に対して合計１０質量％以下で含有することが好ましく、より好ましくは８質
量％以下である。一方、シリコーン油の機能を十分に与えるためには化粧料組成物全体に
対して０．１質量％以上含有させることが好ましく、１質量％以上含有させることがより
好ましい。
【０１０２】
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＜その他の成分＞
　本発明の化粧料組成物はその効果を損なわない限り、前述した共重合体、水、カチオン
界面活性剤、高級アルコール、シリコーン油の他にも、炭化水素油分、保湿剤（水溶性高
分子）、カチオン性高分子、アニオン性高分子、ノニオン性高分子、両性高分子等の高分
子、カチオン界面活性剤以外の各種界面活性剤、ｐＨ調整剤、防腐剤、増粘剤などを適宜
組み合わせて使用することができる。
【０１０３】
　炭化水素油分としては、イソパラフィン等の流動パラフィン、固形パラフィン、ワセリ
ン、セレシン、マイクロクリスタリンワックスなどが挙げられる。これらの炭化水素油分
は１種のみで用いても２種以上で組み合わせて用いてもよいが、化粧料組成物全体に対し
て合計で５質量％以下で含有させることが好ましい。
【０１０４】
　保湿剤としては、例えば、グリセリン、ジプロピレングリコール、１，３－ブタンジオ
ール、エリスリトールなどの多価アルコール、メチルセルロース、ヒアルロン酸等の水溶
性高分子が挙げられる。カチオン性高分子としては、カチオン変性セルロースエーテル誘
導体、カチオン変性ガラクトマンナン多糖類、ポリジメチルジアリルアンモニウムハライ
ド、ジメチルジアリルアンモニウムハライドとアクリルアミドのコポリマー等が挙げられ
る。また、アニオン性高分子としては、アクリル酸誘導体（ポリアクリル酸およびその塩
、アクリル酸・アクリルアミド・アクリル酸エチル重合体およびその塩、アクリル酸／ア
クリル酸アルキルエステル／ステアレス２０メタクリレート重合体およびその塩、等）、
メタクリル酸誘導体、クロトン酸誘導体等が、ノニオン性高分子としては、アクリル酸誘
導体（アクリル酸ヒドロキシエチル・アクリル酸メトキシエチル重合体、ポリアクリルア
ミド等）、ビニルピロリドン誘導体（ポリビニルピロリドン、ビニルピロリドン・酢酸ビ
ニル重合体等）が、そして両性高分子としては、塩化ジメチルジアリルアンモニウム誘導
体（アクリルアミド・アクリル酸・塩化ジメチルジアリルアンモニウム重合体、アクリル
酸・塩化ジメチルジアリルアンモニウム重合体等）等が挙げられる。これらの高分子を用
いる場合には化粧料組成物全体に対して高分子を合計して５質量％以下で含有させること
が好ましい。
【０１０５】
　カチオン界面活性剤以外の界面活性剤としては、アニオン界面活性剤、親水性非イオン
界面活性剤、両性界面活性剤、半極性界面活性剤等が挙げられる。カチオン界面活性剤以
外の界面活性剤の具体例を以下に挙げるが、これらを用いる場合には化粧料組成物全体に
対して合計で５質量％以下で含有させることが好ましい。
【０１０６】
　アニオン界面活性剤としては、α－オレフィンスルホン酸塩、高級アルコール硫酸エス
テル塩、ポリオキシエチレンアルキルエーテル硫酸エステル塩、パラフィンスルホン酸塩
、ポリオキシエチレンアルキルエーテルカルボン酸エステル塩、アルキルスルホコハク酸
塩、Ｎ－アシル－β－アラニン塩、Ｎ－アシルグルタミン酸塩、アシルメチルタウリン塩
等の通常の化粧料組成物に常用されているものを用いればよい。これらのアニオン性界面
活性剤の対イオンとしては、ナトリウム、カリウム、アンモニウム、トリエタノールアミ
ン、ジエタノールアミンなどが挙げられる。
【０１０７】
　親水性非イオン界面活性剤としては、例えば、ポリオキシエチレン（以下、ＰＯＥと略
することがある）ソルビタン脂肪酸エステル類（例えば、ＰＯＥソルビタンモノオレエー
ト、ＰＯＥソルビタンモノステアレート、ＰＯＥソルビタンモノオレエート、ＰＯＥソル
ビタンテトラオレエート等）；ＰＯＥソルビット脂肪酸エステル類（例えば、ＰＯＥソル
ビットモノラウレート、ＰＯＥソルビットモノオレエート、ＰＯＥソルビットペンタオレ
エート、ＰＯＥソルビットモノステアレート等）；ＰＯＥグリセリン脂肪酸エステル類（
例えば、ＰＯＥグリセリンモノステアレート、ＰＯＥグリセリンモノイソステアレート、
ＰＯＥグリセリントリイソステアレート等のＰＯＥモノオレエート等）；ＰＯＥ脂肪酸エ
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ステル類（例えば、ＰＯＥジステアレート、ＰＯＥモノジオレエート、ジステアリン酸エ
チレングリコール等）；ＰＯＥアルキルエーテル類（例えば、ＰＯＥラウリルエーテル、
ＰＯＥオレイルエーテル、ＰＯＥステアリルエーテル、ＰＯＥベヘニルエーテル、ＰＯＥ
２－オクチルドデシルエーテル、ＰＯＥコレスタノールエーテル等）；プルロニック型類
（例えば、プルロニック等）；ＰＯＥ・ポリオキシプロピレン（以下、ＰＯＰと略するこ
とがある）アルキルエーテル類（例えば、ＰＯＥ・ＰＯＰセチルエーテル、ＰＯＥ・ＰＯ
Ｐ－２－デシルテトラデシルエーテル、ＰＯＥ・ＰＯＰモノブチルエーテル、ＰＯＥ・Ｐ
ＯＰ水添ラノリン、ＰＯＥ・ＰＯＰグリセリンエーテル等）；テトラＰＯＥ・テトラＰＯ
Ｐエチレンジアミン縮合物類（例えば、テトロニック等）；ＰＯＥヒマシ油硬化ヒマシ油
誘導体（例えば、ＰＯＥヒマシ油、ＰＯＥ硬化ヒマシ油、ＰＯＥ硬化ヒマシ油モノイソス
テアレート、ＰＯＥ硬化ヒマシ油トリイソステアレート、ＰＯＥ硬化ヒマシ油モノピログ
ルタミン酸モノイソステアリン酸ジエステル、ＰＯＥ硬化ヒマシ油マレイン酸等）；ＰＯ
Ｅミツロウ・ラノリン誘導体（例えば、ＰＯＥソルビットミツロウ等）；アルカノールア
ミド（例えば、ヤシ油脂肪酸ジエタノールアミド、ラウリン酸モノエタノールアミド、脂
肪酸イソプロパノールアミド等）；ＰＯＥプロピレングリコール脂肪酸エステル；ＰＯＥ
アルキルアミン；ＰＯＥ脂肪酸アミド；ショ糖脂肪酸エステル；アルキルエトキシジメチ
ルアミンオキシド；トリオレイルリン酸等が挙げられる。
【０１０８】
　両性界面活性剤としては、例えば、２－ウンデシル－Ｎ，Ｎ，Ｎ－（ヒドロキシエチル
カルボキシメチル）－２－イミダゾリンナトリウム、２－ココイル－２－イミダゾリニウ
ムヒドロキサイド－１－カルボキシエチロキシ２ナトリウム塩等のイミダゾリン系両性界
面活性剤；２－ヘプタデシル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ヒドロキシエチルイミダゾリ
ニウムベタイン、ラウリルジメチルアミノ酢酸ベタイン、アルキルベタイン、アミドベタ
イン、スルホベタイン等のベタイン系界面活性剤等が挙げられる。
【０１０９】
　半極性界面活性剤としては、例えば、ラウラミンオキシド（ラウリルジメチルアミンオ
キシド）が挙げられ、好適に用いることが出来る。
【０１１０】
　このような界面活性剤は一般に市販されており、そのまま使用することができる。
【０１１１】
　ｐＨ調整剤としては、例えばクエン酸、酒石酸等が挙げられる。ｐＨ調整剤を用いる場
合には化粧料組成物全体に対して０．１質量％以下で含有させることが好ましい。
【０１１２】
　防腐剤としては、例えば安息香酸ナトリウムが挙げられる。防腐剤を用いる場合には化
粧料組成物全体に対して０．１質量％以下で含有させることが好ましい。
　増粘剤としては、例えばヒドロキシメチルセルロース、ヒドロキシエチルセルロース等
が挙げられる。増粘剤を用いる場合には化粧料組成物全体に対して５質量％以下で含有さ
せることが好ましい。
【０１１３】
　上記に挙げたもの以外では、動植物の天然エキスおよびその誘導体、乳酸等の有機酸、
塩化ナトリウム等の無機塩、アミノ酸類（グルタミン酸またはその塩、アルギニンまたは
その塩、グリシンなど）、酸化防止剤、紫外線吸収剤、殺菌剤、キレート剤、香料、色剤
、金属封鎖剤（エデト酸塩等）、起泡増進剤等を本発明の効果を損なわない範囲で適宜配
合できる。これらの成分を用いる場合には化粧料組成物全体に対して、合計して２０質量
％以下で含有させることが好ましい。
【０１１４】
　尚、本発明の化粧料組成物は以上で挙げた成分以外のものを用いることを妨げるもので
はない。
【０１１５】
　本発明の化粧料組成物の粘度は、その用途により異なるが、例えば、本発明の化粧料組
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成物を毛髪化粧料として用いる場合、２５℃で粘度が３，０００ｍＰａ・ｓ以上１００，
０００ｍＰａ・ｓ以下であることが好ましい。この粘度は、より好ましくは４，０００ｍ
Ｐａ・ｓ以上、更に好ましくは５，０００ｍＰａ・ｓ以上であり、一方、より好ましくは
９０，０００ｍＰａ・ｓ以下、更に好ましくは８０，０００ｍＰａ・ｓ以下である。化粧
料組成物の粘度が３，０００ｍＰａ・ｓ以上、１００，０００ｍＰａ・ｓ以下であるとハ
ンドリングの点で好ましい。化粧料組成物の粘度は本明細書の実施例で示すように、Ｂ型
粘度計やＢ８Ｈ型粘度計を用いて測定することが可能である。
【０１１６】
３．毛髪化粧料
　本発明の化粧料組成物は毛髪化粧料として特に有用である。本明細書において毛髪化粧
料とは、特に限定されないが、例えば、シャンプー、リンス、コンディショナー、トリー
トメント、アウトバス用トリートメント、染毛剤、パーマ剤、ヘアパック、ヘアスプレー
、ヘアフォーム、スタイリング剤などが挙げられる。本発明の毛髪化粧料はこれらのなか
でも、コンディショニング効果が要求される、シャンプー、リンス、コンディショナー、
トリートメント、アウトバス用トリートメント、のようなコンディショニング剤として特
に有用である。
【０１１７】
４．毛髪用トリートメント化粧料
　本発明の化粧料組成物は、毛髪化粧料の中でも、毛髪用トリートメント化粧料として特
に有用である。毛髪用トリートメント化粧料とは、シャンプーなどで洗浄した後にコンデ
ィショニング効果を付与することを主目的とするもので、毛髪に塗布後に水で洗い流すも
のや塗布後に洗い流さないものがあり、水で洗い流すものとしては、リンス、コンディシ
ョナー、トリートメント、といったリンスオフコンディショナーとも言われるものが挙げ
られ、洗い流さないものとしては、アウトバス用トリートメントやリーブオンコンディシ
ョナーなどといわれるものが挙げられる。中でも、本発明の化粧料組成物は、リンスオフ
コンディショナーとして特に有用である。
【実施例】
【０１１８】
　以下、本発明を実施例を用いて更に具体的に説明するが、本発明はその要旨を越えない
限り以下の実施例に限定されるものではない。
【０１１９】
［共重合体の製造］
＜共重合体（１）の製造＞
　還流冷却器、滴下ロート、温度計、窒素ガス導入管および撹拌装置を備えた反応器にエ
タノール１００質量部を仕込み、滴下ロートにメトキシポリエチレングリコール（４モル
）メタクリレート７０質量部、アクリル酸３０質量部、およびエタノール１００質量部か
らなる単量体混合液を仕込み、反応器を窒素置換したのち８０℃まで加熱した。反応器に
、ジメチル－２，２’－アゾビスイソブチレート（Ｖ－６０１；和光純薬工業（株）製）
０．５質量部を投入後、単量体混合液を２時間かけて滴下した。滴下終了後から８時間反
応させたのち冷却し、共重合体（１）を得た。
【０１２０】
＜共重合体（２）～共重合体（８）の製造＞
　表－１に記載の単量体を表－１に記載の割合で用いたこと以外は共重合体（１）の製造
と同様にして共重合体（２）～共重合体（８）を製造した。
【０１２１】
［共重合体の物性測定］
＜重量平均分子量の測定＞
　ゲルパーミエーションクロマトグラフィー（装置：東ソー株式会社製「ＳＣ８０１０，
ＳＤ８０２２，ＲＩ８０２０，ＣＯ８０１１，ＰＳ８０１０」、カラム：和光純薬工業株
式会社「Ｗａｋｏｐａｋ（ＷａｋｏｂｅａｄｓＧ－５０）」、展開溶媒：水／メタノール
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ルを標準物質として共重合体（１）～（８）の重量平均分子量を求めた。得られた結果を
表－１に示す。
【０１２２】
［化粧料組成物の調製］
　共重合体（１）～（８）を用い、定法に従って表－２に示す組成の化粧料組成物を調製
した。
【０１２３】
［化粧料組成物の物性測定および評価］
＜カチオン界面活性剤吸着量の測定＞
　評価用の毛束として、人毛黒髪（１００％）根本揃え（未処理毛、１０ｇ×３０ｃｍ、
（株）ビューラックス社）を用い、これをブリーチ処理したものを「ダメージ毛」として
使用した。即ち、この毛束１本に、ブリーチ剤として、（株）ミルボン製「プロマティス
ブレーブオキシタン６．０（過酸化水素６％クリーム）」を１２ｇおよび（株）メロス化
学製「パウダーブリーチＭＲ２」を６ｇ混合したものを塗布し、３０分放置したのち水洗
しラウロイル（ＥＯ）３硫酸ナトリウム（ポリオキシエチレン（３）ラウリルエーテル硫
酸ナトリウム）で洗浄し、ダメージ毛を作成した。このダメージ毛を５ｇ束ねたものをダ
メージ毛サンプル毛束とした。
　このダメージ毛サンプル毛束に対し、はじめに２５質量％ポリオキシエチレン（３）ラ
ウリルエーテル硫酸ナトリウムをシャンプーとして洗浄・すすぎを実施した。その後、０
．５ｇの上記化粧料組成物サンプルをそれぞれ塗布し、流水中で２０回櫛を通すことによ
って濯いだ。その後、毛髪をイソプロピルアルコールに浸漬させ、１時間超音波処理をす
ることによって、吸着したカチオン界面活性剤を抽出させた。その後、抽出液を、ガスク
ロマトグラフィー（ヒューレットパッカード社製「ＨＰ６８５０Ｃ－Ｒ５Ａ」）によって
定量分析することによってカチオン界面活性剤の吸着量を求めた。
【０１２４】
＜塗布時のなめらかさの評価＞
　上記のダメージ毛サンプル毛束に対して、２５質量％ポリオキシエチレン（３）ラウリ
ルエーテル硫酸ナトリウムをシャンプーとして使用して洗浄・すすぎを実施し、次いで上
記の各毛髪化粧料を塗布した後、４０℃の流水中で毛束を濯いだときの指通りのなめらか
さを以下の４段階で評価した。なお、比較標準品とは、共重合体を配合しないで調製した
上記化粧料組成物を示す。
　　４：比較標準品と比べて優れる
　　３：比較標準品と同程度
　　２：比較標準品に比べてやや劣る
　　１：比較標準品に比べて劣る
【０１２５】
＜粘度の測定＞
　調製した化粧料組成物について、Ｂ型粘度計（実施例１～４および比較例２～５）また
はＢ８Ｈ型粘度計（比較例１）を用い、２５℃にて粘度の測定を行った。なお、粘度測定
に使用したローターナンバーおよび回転数は表－３に示す通りである。
【０１２６】
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【表１】

【０１２７】
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【表２】

【０１２８】
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【表３】

【０１２９】
［結果の評価］
　（１）　実施例１～４の化粧料組成物は、塗布時のなめらかさを損なうことなく、高い
カチオン界面活性剤吸着量を示した。
　（２）　比較例１の化粧料組成物は、ビニルモノマー（Ａ）の配合量が１０質量％と本
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発明の範囲よりも少なく、塗布時のなめらかさは比較標準品と同等であるが、カチオン界
面活性剤吸着量が少なかった。
　（３）　比較例２～４の化粧料組成物は、ビニルモノマー（Ｂ）を表す式（１）におい
てｒ＝１と本発明のビニルモノマー（Ｂ）の規定より短いものを用いたものであるが、い
ずれもカチオン界面活性剤の吸着量は高いものの、塗布時のなめらかさが悪い。
　（４）　比較例５の化粧料組成物は、ビニルモノマー（Ｂ）を表す式（１）においてｒ
＝２３と本発明のビニルモノマー（Ｂ）の規定より長いものを用いたものであり、塗布時
のなめらかさは比較標準品と同等であったが、カチオン界面活性剤の吸着量が低かった。
【産業上の利用可能性】
【０１３０】
　本発明の共重合体を化粧料組成物、特に毛髪化粧料として用いたときにコンディショナ
ー効果に優れたものを得ることができる。
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